
資料２ 
 

平成３０年度松本市子どもの権利に関するアンケートの実施（案）について 

 

 

１ 調査目的 

 ⑴ 子どもたちの自己認識や取り巻く環境等を把握する。 

⑵ 基本的に過去のアンケート（H25,H27）と同様の設問にし、変動を把握する。 

 ⑶ 第２期推進計画の策定における基礎資料とする。 

 

 

２ 調査項目 

  調査項目は、概ね次のとおりとします。 

 ⑴ 子ども向けアンケート 

ア 子どもの自己認識（自己肯定感、意欲）に関すること 

  イ 子どもの気持ち（自己肯定感）等に関すること 

  ウ 市子どもの権利条例に関すること 

  エ 子どもの悩みやその対応（相談等）に関すること 

  オ 子どもの意見表明や居場所に関すること 

  カ 子どもの将来に関すること 

 ⑵ 保護者向けアンケート 

ア 市子どもの権利条例に関すること 

イ 子どもの健全育成に関すること 

ウ 子どもの居場所や意見表明に関すること 

 

 

３ 調査対象    

下記の児童・生徒約２，５２０人とその保護者 

 ⑴ 小学校５年生  約８２０人 

   全小学校３０校（市立２８校、国立１校、私立１校）対象に１クラス 

 ⑵ 中学校２年生  約７００人 

 全中学校２３校（市立２０校、国立１校、私立２校）対象に１クラス 

 ⑶ 高等学校２年生   約１，０００人  

高等学校１３校（県立７校、私立６校）対象に１クラス 

  ア 県立高校７校 

（梓川、松本県ケ丘、松本蟻ケ崎、松本工業、松本深志、松本美須々ケ丘、筑摩） 

  イ 私立高校６校 

（エクセラン、松本国際、松商学園、松本第一、松本秀峰、信濃むつみ） 

 ⑷ 特別支援を必要とする子ども 

   松本盲学校、松本ろう学校、松本養護学校、寿台養護学校、はぐるっぽ、中間教室他 

市日本語支援センターに通う、小学５年生、中学２年生、高校１・２年生の該当者 

 

 



 

４ 調査、回収、集計方法 

⑴ 各学校の担任を通じて、対象の児童・生徒に調査票と封入用封筒を配布します。 

⑵ 児童・生徒を通じて配付する調査票に保護者の回答用紙を添付します。 

⑶ 児童・生徒及び保護者が記入した調査票は、同封した封入用封筒に封入し、担任へ提

出します。 

⑷ 学校で調査票の入った封入用封筒をまとめ、アンケート回収袋に入れ、１月末までに

こども育成課へ送付いただきます。高等学校へは、こども育成課職員が受け取りに行き

ます。 

⑸ アンケートは無記名とします。 

 ⑹ 回収したアンケートは、委託業者が集計します。 

 

 

５ 調査期間 

  平成３０年１１月下旬～１２月２０日 

 

  

６ 調査内容 

  別紙のとおり 

 

 

７ 今後のスケジュール 

 ⑴ 子どもの権利アンケートの検討について 

  ア 第４回子どもにやさしいまちづくり委員会    ８月７日 

  イ 推進庁内調整会議幹事会            ８月下旬 

  ウ 第５回子どもにやさしいまちづくり委員会    ９月下旬 

 ⑵ アンケート調査実施について 

  ア アンケート調査の委託業者決定         ８月中 

  イ 小中学校校長会、高等学校校長会での依頼    ９月中 

  ウ アンケート配布（事務局・委託業者）      １１月下旬 

  エ アンケート回収（事務局・委託業者）      １２月２０日（※冬休み前に） 

  オ アンケート集計（委託業者）          １月中 

  カ アンケート報告書作成・印刷（委託業者）    ２月中 

   



資料２－１

（調査内容）
№ 内　　　　　　　　　　　　　容

1 あなたの性別を教えてください。

2 あなたの学年を教えてください。

3 あなたの住んでいるところを教えてください。

4 あなたは、自分のことが好きですか。

5 あなたは、自分には良いところがあると思いますか。

6 あなたは、まわりの人から大切にされていると思いますか。

7 あなたが、「今打ちこんでいること」や「やりがいを感じていること」は何ですか。

8 うまくいくか分からないことにもいっしょうけんめいに取り組めますか。【新設】

9 松本市子どもの権利に関する条例の名前を知っていますか。【修正】

10 松本市子どもの権利に関する条例の内容を知っていますか。【修正】

11 どのような方法で知りましたか。

12 条例ができて良かったと思いますか。

13 それは、どんなところですか。自由に書いてください。

14 あなたは、これまで大人から次のようなことをされて「いやな思い」をしたことがありましたか。

15 あなたは、これまで友だちや先輩から次のようなことをされて「いやな思い」をしたことがありましたか。

16 困ったり、つらいとき、だれに相談しますか。

17 「こころの鈴」を知っていますか。

18 あなたは、困ったこと、つらいことを子どもの権利相談室「こころの鈴」に相談したいと思いますか。

19 「こころの鈴」にどんな方法で相談したいと思いますか。

20 「こころの鈴」に相談する時に利用したい曜日、時間帯を教えてください。

21 家庭で、あなたの考え、思っていることを聞いてもらっていると思いますか。

22 聞いてもらった内容は何ですか。

23 学校で先生に、あなたの考え、思っていることを聞いてもらっていると思いますか。

24 聞いてもらった内容は何ですか。

25 地域で、あなたの考え、思っていることを聞いてもらっていると思いますか。

26 聞いてもらった内容は何ですか。

27 地域の中で遊んだりスポーツをしたり、安心してやりたいことができる場所はありますか。

28 安心してやりたいことができる場所は、どこですか？【新設】

29 あなたには、遊んだり休んだり、自分の好きなことをする時間が十分にありますか。

30 あなたにとってホッとできる場所はどこですか。【修正】

31 あなたは、将来、就きたい仕事はありますか。

32 それは、どんな仕事ですか。【修正】

33 そのためにやっていることはなんですか。

34 大人になって住みたいまちはどこですか。  それは、どうしてですか。

（調査内容）

№ 内　　　　　　　　　　　　　容

1 松本市子どもの権利に関する条例の名前を知っていますか。【修正】

2 松本市子どもの権利に関する条例の内容を知っていますか。【修正】

3 条例ができて良かったと思いますか

4 それはどんなところですか

5 子どもさんにとってどんな場所が充実すればいいと思いますか

6 子どもさんが健やかに育つために必要だと思うものはありますか

7 次の事柄を決めるときなどに、お子さんが、自分の意見を言ったり参加することについてどのように思いますか

　⑴家庭での大事な物事やルールを決めるときに意見を言うこと

　⑵学校の行事や部活動の企画運営に参加すること

　⑶学校の決まりごとに意見を言うこと

　⑷地域の行事の企画運営に参加すること

　⑸松本市政に意見を言うこと

１　子どもアンケート項目

２　保護者アンケート項目

平成３０年度松本市子どもの権利に関するアンケート（案）



資料２－２

№ 設問内容 結果（考察） № 設問内容 結果（考察） 課題 № 設問内容 変更理由等 備　　考

問１
あなたの性別(せいべつ)を教えて
ください。

問１
あなたの性別(せいべつ)を教えて
ください。

問１
あなたの性別(せいべつ)を教えてくだ
さい。

１男　２女 １男　２女 １男　２女

問２
あなたの学年(がくねん)を教えて
ください。

問２
あなたの学年(がくねん)を教えて
ください。

問２
あなたの学年(がくねん)を教えてくだ
さい。

１　小学校５年生
２　中学校２年生
３　高校１年生
４　高校２年生

１　小学校５年生
２　中学校２年生
３　高校１年生
４　高校２年生

１　小学校５年生
２　中学校２年生
３　高校１年生
４　高校２年生

問３
あなたの住んでいるところを教え
てください。

問３
あなたの住んでいるところを教えてく
ださい。

１　松本市(まつもとし)
２　松本市以外(いがい)（塩尻市
(しおじりし)、安曇野市(あずみの
し)、東筑摩郡(ひがしちくまぐ
ん)、その他(ほか)）

１　松本市(まつもとし)
２　松本市以外(いがい)

問３
あなたは、自分のことが好(す)き
ですか。

問４
あなたは、自分のことが好(す)き
ですか。

問４
あなたは、自分のことが好(す)きです
か。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない
４　そう思わない

・自分のことが「好き、だいたい好
き」な自己肯定感の高い子どもは５
５．５％。
・年齢が上がるにつれて、自分のこと
が「好き、だいたい好き」な子どもの
割合が減少する傾向がある。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない
４　そう思わない

・自分のことが「好き」「だいたい好
き」な自己肯定感の高い子どもは、６
２．２％。前回の調査の５５．５％よ
り高くなった。
・年齢が上がるにつれて、自分のこと
が「好き」「だいたい好き」な子ども
の割合が減少する傾向がある。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない
４　そう思わない

問４
あなたは、自分には良いところが
あると思いますか。

問５
あなたは、自分には良いところが
あると思いますか。

問５
あなたは、自分には良いところがある
と思いますか。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない
４　そう思わない

・自分には「良いところがある、だい
たいある」と思う子どもは６３．
７％。
・年齢が上がるにつれて、自分には
「良いところがある、だいたいある」
と思う子どもの割合が減少する傾向が
ある。
・自己肯定感の高い子どもは「自分に
は良いところがある」と考える傾向が
ある。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない
４　そう思わない

・自分には「良いところがある」「だ
いたいある」と思う子どもは、６９．
３％。前回調査の、６３．７％より高
くなった。
・年齢が上がるにつれて、自分には
「良いところがある、だいたいある」
と思う子どもの割合が減少する傾向が
ある。
・自己肯定感の高い子どもは「自分に
は良いところがある」と考える傾向が
あり、自己肯定感と強く関係すること
が窺える。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない
４　そう思わない

問５
あなたは、まわりの人から大切に
されていると思いますか。

問６
あなたは、まわりの人から大切に
されていると思いますか。

問６
あなたは、まわりの人から大切にされ
ていると思いますか。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない
４　そう思わない

・まわりの人から「大切にされてい
る、だいたいされている」と思う子ど
もは７８％。
・年齢が上がるにつれて、まわりの人
から「大切にされている、だいされて
いる」と思う子どもの割合が減少する
傾向がある。
・自己肯定感の高い子どもは「まわり
の人から大切にされている」と考える
傾向がある。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない
４　そう思わない

・自分は「まわりの人から大切にされ
ている」「だいたい大切にされてい
る」と思う子どもは、８２．７％。前
回調査の、７８．０％より高くなっ
た。
・自己肯定感の高い子どもは、自分は
「まわりの人から大切にされている、
だいたい大切にされている」と考える
傾向があり、自己肯定感と強く関係す
ることが窺える。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない
４　そう思わない

【設問・結果】自分自身
に満足している（４５．
８%）
※「私は，自分自身に満
足している」に「そう思
う」「どちらかといえば
そう思う」と回答した者
の合計

【設問・結果】自分には
長所がある（６８．
９%）
※「自分には長所がある
と感じている」に「そう
思う」「どちらかといえ
ばそう思う」と回答した
者の合計

【参考データ】
Ｈ２６子ども・若者白書
（内閣府）から、自己認
識の調査項目等を抜粋
※調査対象：満13 歳か
ら満29 歳までの男女
※回答数：1,175名

松本市子どもの権利に関するアンケート（子ども向け）一覧表

中間報告（検証）H２５年度 H２７年度 Ｈ３０年度（案）



資料２－２

№ 設問内容 結果（考察） № 設問内容 結果（考察） 課題 № 設問内容 変更理由等 備　　考

松本市子どもの権利に関するアンケート（子ども向け）一覧表

中間報告（検証）H２５年度 H２７年度 Ｈ３０年度（案）

問６

あなたが、「今打(う)ちこんでい
ること」や「やりがいを感じてい
ること」は何ですか。
あてはまるものに３つまで○をつ
けてください。

問７

あなたが、「今打(う)ちこんでい
ること」や「やりがいを感じてい
ること」は何ですか。
あてはまるものに３つまで○をつ
けてください。

問７

あなたが、「今打(う)ちこんでいるこ
と」や「やりがいを感じていること」
は何ですか。
あてはまるものに３つまで○をつけて
ください。

１学校の勉強(べんきょう)
２学校のクラブ活動(かつどう)・部活
動
３学校の児童会(じどうかい)・生徒会
(せいとかい)活動
４学校の運動会(うんどうかい)・体育
(たいいく)大会(たいかい)などの運動
行事(ぎょうじ)
５学校の発表会(はっぴょうかい)・文
化(ぶんか)祭(さい)などの文化行事
６住んでいる地域(ちいき)のスポーツ
活動（サッカー・野球(やきゅう)・剣
道(けんどう)など）
７おけいこ・習(なら)いごと（水泳・
ピアノなどの楽器(がっき)・習字
(しゅうじ)・絵画(かいが)・バレエな
ど）
８塾(じゅく)の勉強
９ボランティア活動
10地域の子ども会活動
11読書(どくしょ)
12友だちとの遊びや活動
13パソコンやインターネットなど
14一人でするゲーム
15家の手伝い
16今打ちこんでいること、やりがいを
感じていることはない
17その他

・今打ち込んでいること、やりがいを
感じていることとして、「学校のクラ
ブ活動、部活動」「友だちとの遊び」
「学校の勉強」の順に回答する子ども
が多い。
・小学生は、「おけいこ、習いごと」
の割合が一番高く、中学生以上になる
と「部活動」の占める割合が増える。
・自己肯定感が高い子どもは、「学校
の勉強」「学校の児童会・生徒会活
動」「おけいこ・習いこと」に比較的
に多く回答している。

１学校の勉強(べんきょう)
２学校のクラブ活動(かつどう)・部活
動
３学校の児童会(じどうかい)・生徒会
(せいとかい)活動
４学校の運動会(うんどうかい)・体育
(たいいく)大会(たいかい)などの運動
行事(ぎょうじ)
５学校の発表会(はっぴょうかい)・文
化(ぶんか)祭(さい)などの文化行事
６住んでいる地域(ちいき)のスポーツ
活動（サッカー・野球(やきゅう)・剣
道(けんどう)など）
７おけいこ・習(なら)いごと（水泳・
ピアノなどの楽器(がっき)・習字
(しゅうじ)・絵画(かいが)・バレエな
ど）
８塾(じゅく)の勉強
９ボランティア活動
10地域の子ども会活動
11読書(どくしょ)
12友だちとの遊びや活動
13パソコンやインターネットなど
14一人でするゲーム
15家の手伝い
16今打ちこんでいること、やりがいを
感じていることはない

・「学校のクラブ活動、部活動」「学
校の勉強」「友だちとの遊び」の順に
回答する子どもが多い。
・小学生は、「おけいこ、習いごと」
の割合が１４．２％と一番高く、「学
校のクラブ活動、部活動」の割合は、
５．８％と低い。
・中学生、高校生になると「学校のク
ラブ活動、部活動」の割合が、２０％
以上に増え、一番高くなるのは、部活
動が本格化するためと推察される。
・小学生、中学生は「学校の児童会・
生徒会活動」の割合が１０％前後を占
めているが、高校生になると、「学校
の児童会・生徒会活動」の割合は２．
５％と低くなる。
・小学生、中学生は「一人でするゲー
ム」の割合が７％前後だが、高校生に
なると、「一人でするゲーム」の割合
が１１．４％と高くなる。
・自己肯定感の低い子どもほど、やり
がいを感じていることは「⑯　ない」
と答える割合が高く、やりがいを感じ
ることの有無が自己肯定感にも関係し
ている様子が窺える。

１学校の勉強(べんきょう)
２学校のクラブ活動(かつどう)・部活動
３学校の児童会(じどうかい)・生徒会(せい
とかい)活動
４学校の運動会(うんどうかい)・体育(たい
いく)大会(たいかい)などの運動行事(ぎょう
じ)
５学校の発表会(はっぴょうかい)・文化(ぶ
んか)祭(さい)などの文化行事
６住んでいる地域(ちいき)のスポーツ活動
（サッカー・野球(やきゅう)・剣道(けんど
う)など）
７おけいこ・習(なら)いごと（水泳・ピアノ
などの楽器(がっき)・習字(しゅうじ)・絵画
(かいが)・バレエなど）
８塾(じゅく)の勉強
９ボランティア活動
10地域の子ども会活動
11読書(どくしょ)
12友だちとの遊びや活動
13パソコンやインターネットなど
14一人でするゲーム
15家の手伝い
16今打ちこんでいること、やりがいを感じて
いることはない

問８
うまくいくか分からないことにもいっしょう
けんめいに取り組めますか。

１　そう思う
２　どちらかというとそう思う
３　どちらかというとそう思わない
４　そう思わない

困難に立ち向かう意
欲（チャレンジ精
神）を調査し、自己
肯定感との関連を検
証したい。

【設問・結果】うまくい
くかわからないことにも
意欲的に取り組む　５
２．２%
※「うまくいくかわから
ないことにも意欲的に取
り組む」に「そう思う」
「どちらかといえばそう
思う」と回答した者の合
計



資料２－２

№ 設問内容 結果（考察） № 設問内容 結果（考察） 課題 № 設問内容 変更理由等 備　　考
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問７

松本市は、「松本市子どもの権利
に関する条例」（条例とは、松本
市の子どもの権利を守るための約
束(やくそく)です。）をつくりま
した。あなたは、この条例を知
(し)っていますか。

問８

松本市は、「松本市子どもの権利
に関する条例」（条例とは、松本
市の子どもの権利を守るための約
束(やくそく)です。）をつくりま
した。あなたは、この条例を知
(し)っていますか。

問９

松本市は、「松本市子どもの権利に関
する条例」（条例とは、松本市の子ど
もの権利を守るための約束(やくそく)
です。）をつくりました。あなたは、
この条例の名前（なまえ）を知(し)っ
ていますか。

１　内容(ないよう)まで知ってい
る
２　名前(なまえ)だけ知っている
３　知らない　 →問11へ

・条例の「内容を知っている、名前だ
けを知っている」子どもは４４．１％

１　内容(ないよう)まで知ってい
る
２　名前(なまえ)だけ知っている
３　知らない　 →問12へ

・条例の「内容まで知っている」子ど
もは全体で２．９％と低い割合となっ
ており、前回調査の２３．７％を下
回ったが、「名前だけ知っている」子
どもは全体で２０．７％であり、前回
調査の２０．４％と大きな差異は見受
けられなかった。
・年齢が上がるにつれて「知ってい
る」と答える子どもの割合は減少する
傾向にある。
・以上から、条例の周知、特に内容の
周知について取り組む必要がある。

・条例を知らない子ども
が多い（認知度が上がっ
ていない）。
・認知度は、内容まで
知っている2.9%、 名前だ
け知っている20.7%（平成
27年度アンケート）と低
調、
数値目標75％(平成30年：
内容まで知っている40%、
名前だけ知っている35%）
を目指したい。

１　名前(なまえ)を知っている、聞い
たことがある
２　知らない　 →問14へ

・知名度と認知度が
混在した設問となっ
ていたため、知名
度、認知度に分けて
調査したい。

問10
あなたは、この条例の内容（ないよ
う）を知（し）っていますか。
１　よく知っている
２　まあまあ知っている
３　少し知っている
４　あまり知らない
５　まったく知らない

・認知度に関する選
択肢を設定すること
で、認知度合い（レ
ベル）を把握した
い。

問８

どのような方法(ほうほう)で知り
ましたか。
あてはまるものに３つまで○をつ
けてください。

問９

どのような方法(ほうほう)で知り
ましたか。
あてはまるものに３つまで○をつ
けてください。

問11

どのような方法(ほうほう)で知りまし
たか。
あてはまるものに３つまで○をつけて
ください。

１　学校の授業(じゅぎょう)、先
生の話
２　小・中学生用学習パンフレッ
ト
３　広報(こうほう)まつもと
４　新聞(しんぶん)・テレビ
５　家族(かぞく)
６　友だち
７　その他（地域の人、コーチな
ど）

・小学生の半数は、条例の内容を知っ
ていて、学校の授業、学習パンフレッ
トで知った子どもが多い。

１　学校の授業(じゅぎょう)、先
生の話
２　小・中学生用学習パンフレッ
ト
３　広報(こうほう)まつもと
４　新聞(しんぶん)・テレビ
５　家族(かぞく)
６　友だち
７　その他（地域の人、コーチな
ど）

・条例について知った方法は、「学校
の授業、先生の話」「新聞・テレビ」
「小中学校用学習パンフレット」の順
に多く、小学生の多くは、「学校の授
業、先生の話」で条例について知った
と回答している。
・条例の「内容まで知っている」と答
えた子どもの半数以上が、「学校の授
業、先生の話」により知ったと回答し
ており、次いで「小中学校用学習パン
フレット」と回答する割合が大きいこ
とから、条例の内容については、学校
での知る機会の確保が重要である。
・以上により、学校が子どもたちへの
条例周知の場となっていることから、
学校で取扱ってもらう機会の確保や、
学校で取扱ってもらうにあたって、子
どもたちにも分かりやすい周知パンフ
レットの作成を進めることが有用であ
る。

１　学校の授業(じゅぎょう)、先生の
話
２　小・中学生用学習パンフレット
３　広報(こうほう)まつもと
４　新聞(しんぶん)・テレビ
５　家族(かぞく)
６　友だち
７　その他（地域の人、コーチなど）

問９
条例ができて良かったと思います
か。

問10 問12
条例ができて良かったと思いますか。

１　思う
２　思わない
３　わからない

・条例ができて良かった「思う」は
33％、「思わない」は2.4％

１　思う
２　思わない
３　わからない　→問12へ

・条例が「できて良かった」と回答す
る子どもは３３％なのに対し、半数以
上の子どもは、条例ができて良かった
かどうか「わからない」と回答してお
り、前回調査との大きな差異は見受け
られなかった。
・年齢が上がるにつれて、条例が「で
きて良かった」と回答する子どもの割
合は減少している。

・条例を知らないが故
に、条例ができて良
かったかの問いに対し
ても「わからない」の
回答が多い。

１　思う
２　思わない
３　わからない　→問14へ
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問10
問9で「１　思う」「２　思わな
い」と答えた人にお聞きします。

問11
問10で「１　思う」「２　思わな
い」と答えた人にお聞きします。

問13
問12で「１　思う」「２　思わない」
と答えた人にお聞きします。

それは、どんなところですか。自
由(じゆう)に書いてください。

それは、どんなところですか。自
由(じゆう)に書いてください。

それは、どんなところですか。自由(じ
ゆう)に書いてください。

問11

あなたは、これまで大人(おとな)
から次のようなことをされて「い
やな思い」をしたことがありまし
たか。あてはまるものにいくつで
も○をつけてください。

問12

あなたは、これまで大人(おとな)
から次のようなことをされて「い
やな思い」をしたことがありまし
たか。あてはまるものにいくつで
も○をつけてください。

問14

あなたは、これまで大人(おとな)から
次のようなことをされて「いやな思
い」をしたことがありましたか。あて
はまるものにいくつでも○をつけてく
ださい。

１親(おや)（保護者(ほごしゃ)）か
ら、たたかれる、なぐられる
２親（保護者）から、心を傷(きず)つ
けられる言葉を言われる
３親（保護者）から、自分をほったら
かしにされる
４学校(がっこう)や施設(しせつ)（児
童館・児童センターなど）の先生や職
員(しょくいん)から、たたかれる、な
ぐられる
５学校や施設（児童館・児童センター
など）の先生や職員から、心を傷つけ
られる言葉を言われる
６塾(じゅく)や習(なら)いごとの先
生、スポーツクラブの監督(かんとく)
などから、たたかれる、なぐられる
７塾や習いごとの先生、スポーツクラ
ブの監督などから、心を傷つけられる
言葉を言われる
８知らない大人に、声をかけられる、
追(お)いかけられる
９ない
10その他（１～８以外に大人からされ
て「いやな思い」をしたことがある場
合、だれからどんなことをされたこと
がいやだったか、書いてください。）

・大人から「いやな思い」をしたこと
がない子どもは６４．０％。
・自己肯定感の低い子どもは、大人か
ら「いやな思い」をしたことがある割
合が高くなっている。

１親(おや)（保護者(ほごしゃ)）か
ら、たたかれる、なぐられる
２親（保護者）から、心を傷(きず)つ
けられる言葉を言われる
３親（保護者）から、自分をほったら
かしにされる
４学校(がっこう)や施設(しせつ)（児
童館・児童センターなど）の先生や職
員(しょくいん)から、たたかれる、な
ぐられる
５学校や施設（児童館・児童センター
など）の先生や職員から、心を傷つけ
られる言葉を言われる
６塾(じゅく)や習(なら)いごとの先
生、スポーツクラブの監督(かんとく)
などから、たたかれる、なぐられる
７塾や習いごとの先生、スポーツクラ
ブの監督などから、心を傷つけられる
言葉を言われる
８知らない大人に、声をかけられる、
追(お)いかけられる
９ない
10その他（１～８以外に大人からされ
て「いやな思い」をしたことがある場
合、だれからどんなことをされたこと
がいやだったか、書いてください。）

・大人からされて「いやな思い」をし
たことについて、「⑨ ない」「② 親
（保護者）から、心を傷つけられる言
葉を言われる」「⑤学校や施設（児童
館・児童センターなど）の先生や職員
から、心を傷つけられる言葉を言われ
る」の順に回答数が多くなっている。
・大人から「いやな思い」をしたこと
がない子どもは、全体で６８．１％/
で、最も多くなっている。
・年齢が上がるほど、大人からされて
「いやな思い」をしたことが「⑨　な
い」と答える割合が減り、なんらかの
かたちで「いやな思い」をしたことが
あるとお答える割合が高くなる。
・自己肯定感の低い子どもほど、大人
からされて「いやな思い」をしたこと
があると答える割合が高くなり、なん
らかのかたちで「いやな思い」をした
ことがあると子どもの割合が高くなっ
ている。

１親(おや)（保護者(ほごしゃ)）から、たた
かれる、なぐられる
２親（保護者）から、心を傷(きず)つけられ
る言葉を言われる
３親（保護者）から、自分をほったらかしに
される
４学校(がっこう)や施設(しせつ)（児童館・
児童センターなど）の先生や職員(しょくい
ん)から、たたかれる、なぐられる
５学校や施設（児童館・児童センターなど）
の先生や職員から、心を傷つけられる言葉を
言われる
６塾(じゅく)や習(なら)いごとの先生、ス
ポーツクラブの監督(かんとく)などから、た
たかれる、なぐられる
７塾や習いごとの先生、スポーツクラブの監
督などから、心を傷つけられる言葉を言われ
る
８知らない大人に、声をかけられる、追(お)
いかけられる
９ない
10その他（１～８以外に大人からされて「い
やな思い」をしたことがある場合、だれから
どんなことをされたことがいやだったか、書
いてください。）
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問12

あなたは、これまで友だちや先輩
(せんぱい)から次のようなことを
されて「いやな思い」をしたこと
がありましたか。あてはまるもの
にいくつでも○をつけてくださ
い。

問13

あなたは、これまで友だちや先輩
(せんぱい)から次のようなことを
されて「いやな思い」をしたこと
がありましたか。あてはまるもの
にいくつでも○をつけてくださ
い。

問15

あなたは、これまで友だちや先輩(せん
ぱい)から次のようなことをされて「い
やな思い」をしたことがありました
か。あてはまるものにいくつでも○を
つけてください。

１友だちや先輩などから、無視(むし)
される
２友だちや先輩などから、暴力(ぼう
りょく)をふるわれる
３友だちや先輩などから、心を傷つけ
られる言葉を言われる
４友だちや先輩などから、物・金をと
られる
５友だちや先輩などから、はずかしい
ことをむりやりさせられる
６ない
７その他（くわしく書いてくださ
い。）

・友だちや先輩から「いやな思い」を
したことがない子どもは６０．１％。
・自己肯定感の低い子どもは、友だち
や先輩から「いやな思い」をしたこと
がある割合が高くなっている。

１友だちや先輩などから、無視(むし)
される
２友だちや先輩などから、暴力(ぼう
りょく)をふるわれる
３友だちや先輩などから、心を傷つけ
られる言葉を言われる
４友だちや先輩などから、物・金をと
られる
５友だちや先輩などから、はずかしい
ことをむりやりさせられる
６ない
７その他（くわしく書いてくださ
い。）

・友だちや先輩からされて「いやな思
い」をしたことについて、「③ 友だち
や先輩などから、心を傷つけられる言
葉を言われる」「⑥ない」「② 友だち
や先輩などから、暴力をふるわれる」
の順に回答数が多くなっている。
・前問の「大人」からされたいやなこ
とに比べ、「友だちや先輩」といった
子どもたちにとって年齢の近い存在か
ら「いやな思い」をしたと回答する子
どもは多い。
・友だちや先輩からされて「いやな思
い」をしたことについては、自己肯定
感の高低に関わらず、「③ 友だちや先
輩などから、心を傷つけられる言葉を
言われる」と回答する子どもの占める
割合が最も高くなっている。
・自己肯定感の低い子どもほど、友だ
ちや先輩からされて「いやな思い」を
したことがあると答える割合が高くな
り、なんらかのかたちで「いやな思
い」をしたことがあると子どもの割合
が高くなっている。

１友だちや先輩などから、無視(むし)される
２友だちや先輩などから、暴力(ぼうりょく)
をふるわれる
３友だちや先輩などから、心を傷つけられる
言葉を言われる
４友だちや先輩などから、物・金をとられる
５友だちや先輩などから、はずかしいことを
むりやりさせられる
６ない
７その他（くわしく書いてください。）

問13

困(こま)ったり、つらいとき、だ
れに相談(そうだん)しますか。
あてはまるものに３つまで○をつ
けてください。

問14

困(こま)ったり、つらいとき、だ
れに相談(そうだん)しますか。
あてはまるものに３つまで○をつ
けてください。

問16

困(こま)ったり、つらいとき、だれに
相談(そうだん)しますか。
あてはまるものに３つまで○をつけて
ください。

１親(おや)
２兄弟(きょうだい)姉妹(しまい)
３祖父母(そふぼ)
４友だち
５担任(たんにん)の先生
６保健室(ほけんしつ)の先生
７クラブ・部活動(ぶかつどう)の先生
８スクールカウンセラー、相談(そう
だん)学級(がっきゅう)の先生　　９
塾(じゅく)、習(なら)いごとの先生
10スポーツ団体などクラブチームの監
督(かんとく)・コーチ
11子どもの権利相談室の相談員(そう
だんいん)
12その他
13だれにも相談しない

・困ったり、つらいときの相談相手と
して、親(３１．９％)、友だち(３１．
９％)を回答した子どもが多い。だれに
も相談しない子どもが１９．７％い
る。

１親(おや)
２兄弟(きょうだい)姉妹(しまい)
３祖父母(そふぼ)
４友だち
５担任(たんにん)の先生
６保健室(ほけんしつ)の先生
７クラブ・部活動(ぶかつどう)の先生
８スクールカウンセラー、相談(そう
だん)学級(がっきゅう)の先生　　９
塾(じゅく)、習(なら)いごとの先生
10スポーツ団体などクラブチームの監
督(かんとく)・コーチ
11子どもの権利相談室の相談員(そう
だんいん)
12その他
13だれにも相談しない

・困ったり、つらいときの相談相手と
して、「① 親」や「④ 友だち」と回
答した子どもが多い。
・「⑬ 誰にも相談しない」と回答した
子どもは、４番目に多く、全体に占め
る割合は、９％になる。
・自己肯定感の低い子どもほど、「⑬
誰にも相談しない」と回答する割合が
高くなり、悩みを一人で抱え込んでい
ることが窺える。

１親(おや)
２兄弟(きょうだい)姉妹(しまい)
３祖父母(そふぼ)
４友だち
５担任(たんにん)の先生
６保健室(ほけんしつ)の先生
７クラブ・部活動(ぶかつどう)の先生
８スクールカウンセラー、相談(そうだん)学
級(がっきゅう)の先生
９　塾(じゅく)、習(なら)いごとの先生
10スポーツ団体などクラブチームの監督(か
んとく)・コーチ
11子どもの権利相談室の相談員(そうだんい
ん)
12その他
13だれにも相談しない
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問14

松本市は、子どもの困ったこと、
つらいことなどの相談を受けて、
子どもの気持ちを大切にして助言
(じょげん)や支援(しえん)を行う
子どもの権利相談室「こころの
鈴」をつくりました。
あなたは、「こころの鈴」を知っ
ていますか。

問15

松本市は、子どもの困ったこと、
つらいことなどの相談を受けて、
子どもの気持ちを大切にして助言
(じょげん)や支援(しえん)を行う
子どもの権利相談室「こころの
鈴」をつくりました。
あなたは、「こころの鈴」を知っ
ていますか。

問17

あなたは、子どもの権利相談室「ここ
ろの鈴」を知っていますか。
※松本市は、子どもの困ったこと、つ
らいことなどの相談を受けて、子ども
の気持ちを大切にして助言(じょげん)
や支援(しえん)を行う子どもの権利相
談室「こころの鈴」をつくりました。

１　知っている
２　知らない

・こころの鈴を「知っている」が１
９．１％

１　知っている
２　知らない

・「こころの鈴」について、知ってい
る子どもは、
１５．７％で、前回調査の１９．１％
を下回ったが、大きな差異は見受けら
れなかった。
・年齢が上がるにつれて、「こころの
鈴」を知っている子どもの割合は、減
少する傾向にある。

・「こころの鈴」を知
らない子どもが８割超
・認知度は15.7％（平
成27年度アンケート）
と低調、数値目標80％
(平成30年）を目指した
い。

１　知っている
２　知らない

問15

あなたは、困ったこと、つらいこ
とを子どもの権利相談室「こころ
の鈴」に相談したいと思います
か。

問16

あなたは、困ったこと、つらいこ
とを子どもの権利相談室「こころ
の鈴」に相談したいと思います
か。

問18

あなたは、困ったこと、つらいことを
子どもの権利相談室「こころの鈴」に
相談したいと思いますか。

１　思う →問16へ
２　思わない　→問18へ
３　わからない  →問18へ

１　思う →問17へ
２　思わない　→問19へ
３　わからない  →問19へ

・「こころの鈴」に相談したいと思う
子どもは、７％で、前回調査の９．
６％を下回ったが、大きな差異は見受
けられなかった。
・相談したいと「思わない」子どもの
割合が減り、「わからない」と答える
子どもの割合が増加した。
・年齢が上がるにつれて、「こころの
鈴」に相談したいと思う子どもの割合
は減少する傾向にある。
・自己肯定感の低い子どもほど悩みを
一人で抱え込む傾向にあること（問１
４）、悩みを相談する子どもは、親や
友だちなど身近な存在に相談すること
（問１４）、こころの鈴の認知度が低
いこと（問１５）、こころの鈴に相談
したいと思う子どもが少ないこと（問
１６）から、子どもにとって相談しや
すい身近な存在として、こころの鈴の
一層の周知に努めることが、自己肯定
感を高めるにあたって有用である。
・悩みを誰にも相談しないと答えた子
どもであっても、そのうち４％は、こ
ころの鈴に相談したいと思っている。
・こころの鈴を知らない子どものう
ち、４．９％は、こころの鈴に相談し
たいと思っている。

・認知度にとどまら
ず、利用率の向上を目
指す。

１　思う →問19へ
２　思わない　→問20へ
３　わからない  →問20へ

問16
「こころの鈴」にどんな方法で相
談したいと思いますか。

問17
「こころの鈴」にどんな方法で相
談したいと思いますか。

問19
「こころの鈴」にどんな方法で相談し
たいと思いますか。

１無料(むりょう)の電話で
２メールで
３直接(ちょくせつ)相談室(そうだん
しつ)で
４ファクスで
５その他

１無料(むりょう)の電話で
２メールで
３直接(ちょくせつ)相談室(そうだん
しつ)で
４ファクスで
５その他

・「こころの鈴」への相談方法は、
「無料の電話」を選択した子どもが６
１％
・「その他」の相談方法を選択した子
どもは、具体的には「手紙」で相談し
たいと回答した。

１無料(むりょう)の電話で
２メールで
３直接(ちょくせつ)相談室(そうだんしつ)で
４ファクスで
５その他
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問17

「こころの鈴」に相談する時に利
用したい曜日(ようび)、時間帯(じ
かんたい)を教えてください。

問18

「こころの鈴」に相談する時に利
用したい曜日(ようび)、時間帯(じ
かんたい)を教えてください。

問20

「こころの鈴」に相談する時に利用し
たい曜日(ようび)、時間帯(じかんた
い)を教えてください。
※現在は、月～木曜日、土曜日は午後
１時～午後６時、金曜日は午後１時～
午後８時

１今の曜日と時間でよい
（月～木曜日、土曜日は午後１時～午
後６時、金曜日は午後１時～午後８
時）
２日曜日に相談したい
３違う時間に相談したい（具体的(ぐ
たいてき)に　　）

１今の曜日と時間でよい
（月～木曜日、土曜日は午後１時～午
後６時、金曜日は午後１時～午後８
時）
２日曜日に相談したい
３違う時間に相談したい（具体的(ぐ
たいてき)に　　）

・「こころの鈴」の利用日時につい
て、「今のままでよい」と回答した子
どもは、６９．０％を占めた。

１今の曜日と時間でよい
２日曜日に相談したい
３違う時間に相談したい（具体的(ぐたいて
き)に　　）

問18

家庭(かてい)で、あなたの考え、
思っていることを聞いてもらって
いると思いますか。 問19

家庭(かてい)で、あなたの考え、
思っていることを聞いてもらって
いると思いますか。 問21

家庭(かてい)で、あなたの考え、思っ
ていることを聞いてもらっていると思
いますか。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない　→問20
へ
４　そう思わない　→問20へ

・「聞いてもらっている、だいたい聞
いてもらっている」と思う子どもの割
合は８５.１％
・年齢が上がるにつれて、「聞いても
らっている、だいたい聞いてもらって
いる」子どもの割合が減少する傾向が
ある。
・自己肯定感の高い子どもは「家庭
で、自分の考え等を聞いてもらってい
る」と考える傾向がある。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない　→問21
へ
４　そう思わない　→問21へ

・家庭で自分の考えや思っていること
を聞いてもらっているかどうかについ
て、「そう思う」「だいたいそう思
う」と答えた子どもは、８５．４％と
なり、前回調査の８５．１％と大きな
差異は見受けられなかった。
・自己肯定感の高い子どもほど、「家
庭で自分の考えや思っていることを聞
いてもらっていると思う」と答える傾
向にあり、自己肯定感との関係が窺え
る。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない　→問23へ
４　そう思わない　→問23へ

問19

聞いてもらった内容は何ですか。
（問18で、１、２に○をつけたか
たがお答えください。）
あてはまるものに２つまで○をつ
けてください。

問20

聞いてもらった内容は何ですか。
（問18で、１、２に○をつけたか
たがお答えください。）
あてはまるものに２つまで○をつ
けてください。

問22

聞いてもらった内容は何ですか。（問
21で、１、２に○をつけたかたがお答
えください。）
あてはまるものに２つまで○をつけて
ください。

１　進路(しんろ)・進学先(しんがく
さき)
２　塾(じゅく)や習(なら)いごと
３　家族の行事(ぎょうじ)
４　家のルール
５　家の手伝い
６　その他

・聞いてもらっている内容は、「進
路・進学先」「塾や習いこと」の順に
回答する子どもが多い。

１　進路(しんろ)・進学先(しんがく
さき)
２　塾(じゅく)や習(なら)いごと
３　家族の行事(ぎょうじ)
４　家のルール
５　家の手伝い
６　その他

・家庭で聞いてもらったことは、「1
進路・進学先」のこと、「2　塾や習い
ごと」のことが多い。
・「その他」を選んだ子どもの多く
は、「学校での出来事」等、学校生活
に関することと記述回答している。
・小学生が家庭で聞いてもらったこと
は、「2　塾や習いごと」「1　進路・
進学先」の順に多いが、中学生になる
と「1進路・進学先」「2　塾や習いご
と」の順となる。
・高校生になると、「1　進路・進学
先」の割合が半数以上を占める。

１　進路(しんろ)・進学先(しんがくさき)
２　塾(じゅく)や習(なら)いごと
３　家族の行事(ぎょうじ)
４　家のルール
５　家の手伝い
６　その他

問20

学校で先生に、あなたの考え、
思っていることを聞いてもらって
いると思いますか。 問21

学校で先生に、あなたの考え、
思っていることを聞いてもらって
いると思いますか。 問23

学校で先生に、あなたの考え、思って
いることを聞いてもらっていると思い
ますか。

１　そう思う
２　だいたい思う
３　あまりそう思わない　→問22
へ
４　そう思わない　→問22へ

・学校の先生に、あなたの考え、思っ
ていることを「聞いてもらっている、
だいたい聞いてもらっている」と思う
子どもの割合は６７.６％
・自己肯定感の高い子どもは「学校の
先生に、自分の考え等を聞いてもらっ
ている」と考える傾向がある。

１　そう思う
２　だいたい思う
３　あまりそう思わない　→問23
へ
４　そう思わない　→問23へ

・学校で先生に、自分の考えや思って
いることを聞いてもらっているかどう
かについて、「そう思う」「だいたい
そう思う」と答えた子どもは、７１．
８％で、前回調査の６７．６％を上
回った。
・自己肯定感の高い子どもほど、「学
校で先生に、自分の考えや思っている
ことを聞いてもらっていると思う」
「だいたいそう思う」と答える傾向に
あり、自己肯定感との関係が窺える。

１　そう思う
２　だいたい思う
３　あまりそう思わない　→問23へ
４　そう思わない　→問23へ
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問21

聞いてもらった内容は何ですか。
（問20で、１、２に○をつけたか
たがお答えください。）
あてはまるものに２つまで○をつ
けてください。

問22

聞いてもらった内容は何ですか。
（問20で、１、２に○をつけたか
たがお答えください。）
あてはまるものに２つまで○をつ
けてください。

問24

聞いてもらった内容は何ですか。（問
23で、１、２に○をつけたかたがお答
えください。）
あてはまるものに２つまで○をつけて
ください。

１クラブや部活動(ぶかつどう)（内
容・進め方）
２児童会(じどうかい)や生徒会(せい
とかい)の活動
３学習の仕方、学校のルール
４学校の施設(しせつ)
５文化(ぶんか)祭(さい)や学芸会(が
くげいかい)、運動会(うんどうか
い)、遠足(えんそく)などの学校行事
(ぎょうじ)
６その他

・聞いてもらっている内容は、「クラ
ブや部活動」「学習の仕方、学校の
ルール」「児童会・生徒会活動」の順
に回答する子どもが多い。

１クラブや部活動(ぶかつどう)（内
容・進め方）
２児童会(じどうかい)や生徒会(せい
とかい)の活動
３学習の仕方、学校のルール
４学校の施設(しせつ)
５文化(ぶんか)祭(さい)や学芸会(が
くげいかい)、運動会(うんどうか
い)、遠足(えんそく)などの学校行事
(ぎょうじ)
６その他

・学校で先生に聞いてもらったこと
は、「1　クラブや部活動」のこと、
「2　児童会や生徒会の活動」のこと、
「3　学習の仕方、学校のルール」のこ
とが多い。
・「その他」を選んだ子どもの多く
は、「進路や成績」「授業」「勉強」
等、将来や勉学に関することと回答し
ている。
・小学生が学校できいてもらったこと
は、「2　児童会や生徒会の活動」が最
も多い。
・中学生になると「1　クラブや部活
動」が最も多くなるが、部活動が本格
化することが理由と推察される。
・高校生になると、「3　学習の仕方、
学校のルール」と回答する子どもが多
くなる。

１クラブや部活動(ぶかつどう)（内容・進め
方）
２児童会(じどうかい)や生徒会(せいとかい)
の活動
３学習の仕方、学校のルール
４学校の施設(しせつ)
５文化(ぶんか)祭(さい)や学芸会(がくげい
かい)、運動会(うんどうかい)、遠足(えんそ
く)などの学校行事(ぎょうじ)
６その他

問22

地域(ちいき)で、あなたの考え、
思っていることを聞いてもらって
いると思いますか。 問23

地域(ちいき)で、あなたの考え、
思っていることを聞いてもらって
いると思いますか。 問25

地域(ちいき)で、あなたの考え、思っ
ていることを聞いてもらっていると思
いますか。

１　そう思う
２　だいたい思う
３　あまりそう思わない
４　そう思わない

・地域で、あなたの考え、思っている
ことを「聞いてもらっている、だいた
い聞いてもらっている」と思う子ども
の割合は２７.５％
・年齢が上がるにつれて、「聞いても
らっている、だいたい聞いてもらって
いる」子どもの割合が減少する傾向が
ある。
・自己肯定感の高い子どもは「地域
で、自分の考え等を聞いてもらってい
る」と考える傾向がある。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない　→問25
へ
４　そう思わない　→問25へ

・地域で、自分の考えや思っているこ
とを聞いてもらっているかどうかにつ
いて、「そう思う」「だいたいそう思
う」と答えた子どもは、２２％で、前
回調査の２７．５％を下回ったが、大
きな差異は見受けられなかった。
・前回調査と同じく、「そう思う」
「だいたいそう思う」と答える子ども
は少数となっている。
・自己肯定感の高い子どもほど、地域
で、自分の考えや思っていることを聞
いてもらっているかどうかについて
「そう思う」「だいたいそう思う」と
答える傾向にある。
・ただし、自己肯定感の最も高い「自
分のことが好き」な子どもであって
も、「そう思う」「だいたいそう思
う」割合は３４．５％だった。

１　そう思う
２　だいたいそう思う
３　あまりそう思わない　→問27へ
４　そう思わない　→問27へ

問23

聞いてもらった内容は何ですか。
（問22で、１、２に○をつけたか
たがお答えください。）
あてはまるものに２つまで○をつ
けてください。

問24

聞いてもらった内容は何ですか。
（問22で、１、２に○をつけたか
たがお答えください。）
あてはまるものに２つまで○をつ
けてください。

問26

聞いてもらった内容は何ですか。（問
25で、１、２に○をつけたかたがお答
えください。）
あてはまるものに２つまで○をつけて
ください。

１遊びやスポーツができる場所(ば
しょ)
２地域の行事を決めるとき
３地域のボランティア活動
４自然(しぜん)環境(かんきょう)を守
ること
５文化(ぶんか)・芸術(げいじゅつ)の
体験(たいけん)活動(かつどう)
６その他

１遊びやスポーツができる場所(ば
しょ)
２地域の行事を決めるとき
３地域のボランティア活動
４自然(しぜん)環境(かんきょう)を守
ること
５文化(ぶんか)・芸術(げいじゅつ)の
体験(たいけん)活動(かつどう)
６その他

・地域で聞いてもらったことは、「1
遊びやスポーツができる場所」のこ
と、「2　地域の行事を決めるとき」の
ことが多い。
・小学生は、「3　地域のボランティア
活動」の占める割合が７．５％と低い
が、中学生になると二桁に増加する。
・地域で聞いてもらった内容は、年齢
ごとに異なることが窺える。

１遊びやスポーツができる場所(ばしょ)
２地域の行事を決めるとき
３地域のボランティア活動
４自然(しぜん)環境(かんきょう)を守ること
５文化(ぶんか)・芸術(げいじゅつ)の体験
(たいけん)活動(かつどう)
６その他
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問25
地域の中で、遊んだりスポーツを
したり、安心してやりたいことが
できる場所がありますか。

問27
地域の中で、遊んだりスポーツをした
り、安心してやりたいことができる場
所がありますか。

１　ある
２　ない

・地域の中で、安心してやりたいこと
ができる場所が「1　ある」と答えた人
は、７５．８％。
・「1　ある」と答える子どもの割合
は、高校生でも半数以上を占めている
が、年齢が上がるにつれて割合は減少
している。
・自己肯定感の高い子どもほど、安心
してやりたいとができる場所が「1　あ
る」と答える傾向にあり、自己肯定感
との関係が窺える。

１　ある
２　ない　→　問29へ

問28

安心してやりたいことができる場所
は、どこですか？（問27で、１に○を
つけたかたがお答えください。）

・安心してやりたい
ことができる具体的
な場所をを把握した
い。

問26
あなたには、遊んだり休んだり、
自分の好きなことをする時間が十
分にありますか。

問29
あなたには、遊んだり休んだり、自分
の好きなことをする時間が十分にあり
ますか。

１　ある
２　ときどきある
３　あまりない
４　ない

・自分の好きなことをする時間が十分
に「ある」「ときどきある」と答えた
子どもは、全体で８５．６％。
・年齢があがるにつれて、「ある」
「ときどきある」と答える子どもが占
める割合は、減少する。
・自分のことが好きな子どもの９０．
２％が、「ある」「ときどきある」と
回答するのに対して、自分のことが好
きではない子どものうち、「ある」
「ときどきある」と答える子どもは、
７８．３％にとどまることから、自己
肯定感との関係が窺える。

１　ある
２　ときどきある
３　あまりない
４　ない

問27

あなたにとって、ホッとできる場
所はどこですか。
あてはまるものにいくつでも○を
つけてください。

問30

あなたにとって、ホッとできる場所は
どこですか。
あてはまるものにいくつでも○をつけ
てください。

１自分の部屋
２家族と一緒に過ごす部屋
３学校
４保健室
５中間教室
６フリースクール
７クラブ活動・部活動の場所
８友達の家
９祖父母や親戚の家
10児童館・児童センター
11学童(がくどう)クラブ
12青少年(せいしょうねん)の居場所
(いばしょ)
13図書館
14公民館
15公園
16山や川など自然のある所
17塾や習い事、スポーツの教室
18ゲームセンター、カラオケボック
ス、まんが喫茶(きっさ)
19コンビニエンス・ストア、ファスト
フード、喫茶店(きっさてん)などのお
店
20その他
21ホッとできる場所はない

・ホッとできる場所として「① 自分の
部屋」「② 家族と一緒に過ごす部屋」
の順に回答する子どもが多く、家庭で
の居場所が子どもたちの安定にとって
大切であることが窺える。
・「㉑ ホッとできる場所はない」と回
答した子どもは、全体の０．５％にと
どまった。
・自己肯定感の低い子どもほど、「⑯
ない」と答える割合が若干だが、高く
なるほか、「②家族と過ごす部屋」と
答える割合が減り、「①自分の部屋」
を好む割合が高くなっている。

１自分の部屋など、家で一人でいられる場所
２リビングなど家で家族といられる場所
３友達の家、祖父母や親戚の家
４学校の教室
５学校の保健室、中間教室、フリースクール
７クラブ活動・部活動・塾・ピアノ・スポー
ツなどの習い事の教室
８児童館・児童センター・学童クラブ
９図書館、公民館
10青少年の居場所
11公園、山や川など自然のある所
12ゲームセンター、カラオケボックスなどの
お店
13コンビニエンス・ストア、ファストフード
などのお店
14その他
15ホッとできる場所はない

選択肢が多いこと
と、子どもにとって
言葉が難しい選択肢
があることにより変
更したい。
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問28
あなたは、将来、つきたい仕事は
ありますか。

問31
あなたは、将来、つきたい仕事はあり
ますか。

１　ある　→　問29へ
２　いくつかあるが、まだ決めていな
い　→　問31へ
３　まだわからない　→　問31へ
４　その他　→　問31へ

１　ある　→　問32へ
２　いくつかあるが、まだ決めていない　→
問34へ
３　まだわからない　→　問34へ
４　その他　→　問32へ

問29

それは、どんな仕事ですか。
（今、一番なりたいと思っている
もの一つに○をつけてくださ
い。）

問32

それは、どんな仕事ですか。
（今、一番なりたいと思っているもの
一つに○をつけてください。）

選択肢が多いことで
逆に、子どもにとっ
て分かりにくくなる
可能性があるため、
前回アンケートで10
名以下の回答であっ
た選択肢を削除した
い。

１弁護士(べんごし)、裁(さい)判官(ばんかん)、
検察官(けんさつかん)
２医者(いしゃ)、歯科医(しかい)、薬剤師(やくざ
いし)
３看護師(かんごし)、介護(かいご)福祉士(ふくし
し)
４獣医(じゅうい)、動物(どうぶつ)飼育(しい
く)、ペットショップ、トリマー
５警察官(けいさつかん)、消防士(しょうぼう
し)、自衛官(じえいかん)
６幼稚園(ようちえん)、保育(ほいく)園(えん)の
先生
７学校(がっこう)の先生
８大学(だいがく)教授(きょうじゅ)、科学者(かが
くしゃ)
９パイロット、客室(きゃくしつ)乗務員(じょうむ
いん)（フライトアテンダント）
10コンピュータ関係(かんけい)（システムエンジ
ニア、ソフト開発(かいはつ)など）
11建築士(けんちくし)、設計士(せっけいし)
12コック、調理師(ちょうりし)、栄養士(えいよう
し)
13理容師(りようし)、美容師(びようし)
14通訳(つうやく)、翻訳家(ほんやくか)
15会社(かいしゃ)の社長(しゃちょう)
16会(かい)社員(しゃいん)
17公務員(こうむいん)
18商店(しょうてん)主(ぬし)など自営(じえい)業
者(ぎょうしゃ)
19パン屋、ケーキ屋、花屋
20自動車(じどうしゃ)整備士(せいびし)、自動車
(じどうしゃ)・電車(でんしゃ)などの運転士(うん
てんし)
21店員(てんいん)、販売員(はんばいいん)、ウエ
イター、ウエイトレス
22スポーツ選手
23歌手(かしゅ)、ミュージシャン、俳優(はいゆ
う)、タレント、バンド、芸人(げいにん)、ダン
サー
24画家(がか)、デザイナー、写真家(しゃしんか)
25　音楽家(おんがくか)、作曲家(さっきょくか)
26作家(さっか)、アニメ作家(さっか)、漫画家(ま
んがか)、映画(えいが)監督(かんとく)
27新聞(しんぶん)記者(きしゃ)、アナウンサー、
キャスター、レポーター、テレビのディレクター
28土木(どぼく)・建築(けんちく)作業員(さぎょう
いん)
29農業(のうぎょう)・林業(りんぎょう)
30漁業(ぎょぎょう)
31職人(しょくにん)
32政治家(せいじか)（議員(ぎいん)、市長(しちょ
う)、県(けん)知事(ちじ)、総理(そうり)大臣(だ
いじん)など）
33宇宙(うちゅう)飛行士(ひこうし)
34その他

１医者(いしゃ)、歯科医(しかい)、薬剤師(や
くざいし)
２保健師（ほけんし）、看護師(かんごし)、介
護(かいご)福祉士(ふくしし)
３獣医(じゅうい)、動物(どうぶつ)飼育(しい
く)、ペットショップ、トリマー
４警察官(けいさつかん)、消防士(しょうぼう
し)、自衛官(じえいかん)
５幼稚園(ようちえん)、保育(ほいく)園(えん)
の先生
６学校(がっこう)の先生
７コンピュータ関係(かんけい)（システムエン
ジニア、ソフト開発(かいはつ)など）
８建築士(けんちくし)、設計士(せっけいし)
９コック、調理師(ちょうりし)、栄養士(えい
ようし)
10理容師(りようし)、美容師(びようし)
11会(かい)社員(しゃいん)
12公務員(こうむいん)
13パン屋、ケーキ屋、花屋
14自動車(じどうしゃ)整備士(せいびし)、自動
車(じどうしゃ)・電車(でんしゃ)などの運転士
(うんてんし)
15スポーツ選手
16歌手(かしゅ)、ミュージシャン、俳優(はい
ゆう)、タレント、バンド、芸人(げいにん)、
ダンサー
17画家(がか)、デザイナー、写真家(しゃしん
か)
18作家(さっか)、アニメ作家(さっか)、漫画家
(まんがか)、映画(えいが)監督(かんとく)
19その他（
）

・将来つきたい仕事として「㉒　ス
ポーツ選手」「②　医者、歯科医、薬
剤師」「③　看護師、介護福祉士」を
選ぶ子どもの順に多かった。
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問30

そのために、やっていることはあ
りますか。
（あてはまるものにいくつでも○
をつけてください。）

問33

そのために、やっていることはありま
すか。
（あてはまるものにいくつでも○をつ
けてください。）

１　学校の勉強をしっかりやる
２　苦手(にがて)な科目(かもく)の勉
強もしっかりやる
３　学校で習(なら)ったことをもっと
調(しら)べてみる
４　興味(きょうみ)のあることを自分
で調(しら)べてみる
５　塾や習い事をいっしょうけんめい
やる
６　その他
７　特にやっていない

・将来つきたい仕事につくためとし
て、「学校の勉強をしっかりやる」
「学校で習ったことをもっと調べてみ
る」と回答した子どもが多く、身近な
学校の授業から理解を深めようとして
いる様子が窺える。

１　学校の勉強をしっかりやる
２　苦手(にがて)な科目(かもく)の勉強も
しっかりやる
３　学校で習(なら)ったことをもっと調(し
ら)べてみる
４　興味(きょうみ)のあることを自分で調
(しら)べてみる
５　塾や習い事をいっしょうけんめいやる
６　その他
７　特にやっていない

問31
大人になって住(す)みたいまちは
どこですか。 問34

大人になって住(す)みたいまちはどこ
ですか。

１　松本市に住(す)みたい
２　長野県内の別のまちに住(す)みた
い
３　長野県外のまちに住(す)みたい
４　わからない

・大人になって住みたいまちとして
「松本市」と答えた子どもは、全体の
３０％だった。
・年齢が上がるにつれて、「松本市に
住みたい」と答える子どもの割合が減
少する。対して、「進路が分からない
から」等、将来を現実的に考えたり、
視野が広がったりすることで、「わか
らない」と回答する子どもの割合が増
加している。

１　松本市に住(す)みたい
２　長野県内の別のまちに住(す)みた
い
３　長野県外のまちに住(す)みたい
４　わからない


